
心について
科学的に考えてみたこと

ありますか？

心理学研究室
東京大学文学部・大学院人文社会系研究科
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東京大学文学部・大学院人文社会系研究科

心理学研究室
〒113-0033　東京都文京区本郷 7-3-1
tel    03-5841-3861  （平日10～17時）
fax   03-5841-8969
e-mail    shinri@L.u-tokyo.ac.jp
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※ 駐車スペースはありません。 公共の交通機関をご利用下さい。

東京メトロ丸ノ内線 ・ 都営大江戸線  本郷三丁目駅より  徒歩12分
東京メトロ南北線  東大前駅より  徒歩12分
都営三田線　春日駅より　徒歩15分
東京大学本郷キャンパス　法文２号館 １階  2111号室

大学院入試（修士課程・博士課程）について

前期課程（駒場）からの進学について

所蔵資料（書籍等）の利用を希望される方

Department of Psychology
Graduate School of Humanities and Sociology
The University of Tokyo
7-3-1 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo
113-0033   Japan
phone    +81-3-5841-3861
fax +81-3-5841-8969
e-mail    shinri@L.u-tokyo.ac.jp

日程や募集要項については、人文社会系研究科のホームページ（http://www.L.u-to-
kyo.ac.jp）をご覧ください。大学院入試の手続きに関することは、人文社会系研究科大
学院係 （電話 03-5841-3710 / 電子メール in@L.u-tokyo.ac.jp ） にお問い合わせくだ
さい。例年、大学院入試説明会を開催しています。開催日程等は上記の人文社会系研究
科ホームページでご確認ください。

東京大学には、心理学の研究室が多数あります。当研究室は、心理学のあまたある分野
の中でも、基礎心理学を志向した研究室です。当研究室の他に、文学部・人文社会系研
究科には社会心理学研究室があります。教育学部・教育学研究科には教育心理学研究
室や臨床心理学研究室が、駒場の教養学部・総合文化研究科には認知行動科学研究
室があります。このほか、情報学環・医学部・工学部などでも、心理学に関係する研究が
行なわれています。詳しくは、それぞれのホームページ等をご覧ください。

例年、駒場で前期課程学生を対象とした文学部ガイダンスが開催されています。
詳しくは、文学部ホームページ（http://www.L.u-tokyo.ac.jp）などでご確認ください。

東京大学付属図書館ホームページ（http://lib.u-tokyo.ac.jp）で資料の所蔵の有無と
利用方法をご確認下さい。資料の取り寄せ（複写・原本）については、ご自身の所属機関
の図書館・室にご相談ください。



私たち東京大学心理学研究室は、1903年に設立された日本最初の心理学研究室です。100年以上にわたって
心の科学的研究にとりくみ、世界最先端の研究成果をあげながら、日本の基礎心理学をリードしてきました。

人類最後の、そして最大のフロンティアとも言われる、心と脳。そのしくみを科学的に理解することは、現代の
テクノロジーをもってしてもきわめて難しい課題です。永遠に解けない謎かも知れません。私たちはこれから
も根気よく、一歩一歩実証的に、心に挑みつづけます。　⸺100年後、1000年後の人類のために。

Research
知覚・注意・記憶・アクションプランニング・感情・対人認知などの人間の精神現象を、心理物理学的手法、脳科学
的手法、認知科学的手法により研究しています。心理学にはさまざまな分野がありますが、当研究室はその中でも
特に、知覚・認知、運動の過程を実証的実験によって明らかにする基礎研究に中心を置いています。

心理学研究室には教授・准教授・助教の教員のほか、研究員、大学院生、学部学生、研究生ら総勢70名ほどが所
属し、それぞれ研究活動を行なっています。教授・准教授がそれぞれラボを主宰し、研究員や学生はそれぞれのラ
ボに所属しています。

教員や研究員、大学院生は国内外の関係諸学会に所属して活動し、学会発表や研究論文などの形で研究成果を
発信しています。当研究室の研究成果は高いインパクトファクターの国際論文誌に掲載され、多くの研究論文で引
用されています。シンポジウム等で特別講演を依頼されることも多く、東京大学の他研究科や他大学・研究所とも
交流があり、共同研究も活発に行なわれています。

Education

心理学研究室には、毎年、駒場の教養学部前期課程から25名程度の学生が進学します。多くは文科III類からの進
学ですが、理科からの進学も珍しくありません。

学部3・4年次には、演習や講義で幅広い知識を身につけるとともに、実験演習で数々の実験を行なってレポート
を書き、実験機器の操作方法やデータ解析方法などを学びます。最終年次には卒業論文研究に取り組みます。教
員の指導のもとでオリジナルの実験研究を実施し、論文にまとめ、卒業論文発表会で成果発表を行ないます。

卒業生の多くは就職しますが、1～2割ほどは大学院に進学し、当研究室もしくは学内外の他研究室の大学院生に
なっています。就職先はマスコミ・金融・商社・製造業・官公庁など、きわめて多彩です。

大学院教育では、学内外の研究設備を活用する機会や、国内外の研究者との研究交流の機会を促進し、指導体
制の充実を図っています。修了生の多くは、修士（心理学）、博士（心理学）の学位を得て、研究者や大学教員として
活躍しています。

心のふしぎ。 
  脳の驚異。 
    人間という謎。 

最近の研究成果から
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課題無関連な区切り枠が数量判断を促進
 区切り枠によって、正確で効率的になることを実証

【李琦（助教）、中島亮一（助教）、横澤一彦（教授）による共同研究． Scientific Reports 8:15620】

顔の印象を無視することの難しさとエイジング
 高齢者は信頼できそうな顔の人を信頼し続けやすい？

【鈴木敦命（准教授）による研究．
The Journals of Gerontology, Series B: Psychological Sciences and Social Sciences 73 pp.573-583】

眼に見えない光で、明るさが変わる
盲点内部に光を当てると通常視野の光刺激が暗く知覚されることを発見

網膜には光を感じる視細胞が存在し、
これらが光を受けとることで私たちは
光を認識することができます。しかし、
網膜の中には視細胞が一切存在しな
い小さな場所があり、そこに直接当た
った光は見えません。この場所は視野
上でいう盲点です。ところが、盲点に光
を当てると、その光自体は見えないの
に、ほかの場所の光刺激の明るさが暗
く感じられてしまうということがわかり
ました。盲点に照射される光は「無駄
なもの」ではなく、何らかの仕組みで受
容され、私たちの視覚世界に影響を与
えると考えられます。

【齋藤真里菜（大学院生）、宮本健太郎（東京大学大学院医学系研究科研究員、Oxford大学研究員）、
内山雄佑（学部生）、村上郁也（教授）による共同研究． Scientific Reports 8:7540】

脳の中でシフトする時間
 運動とその結果を結びつける心理的な時間圧縮

【今水寛（教授）、蔡暢（ATR研究員）、河内山隆紀（ATR研究員）、小川健二（北海道大学准教授）、
田中宏和（北陸先端科学技術大学院大学准教授）による共同研究． NeuroImage 172 pp.654-662】

私たちが対象物の数量を数え上げたり、大まかな数量を推定したりす
る場合、一般的には、正確さを重視する場合は時間がかかる一方、スピ
ードを重視する場合は正確さを犠牲しなければなりません。ところが、
正確かつ迅速な数量判断が求められる状況は多く、緊急時・避難時の
人数把握などの場面では特に重要です。この研究では、数量判断の効
率を実験心理学の手法を用いて調べました。その結果、対象物が存在
する領域内に区切り枠を加えると、数量判断の正確さや効率が著しく向
上することが明らかになりました。

スイッチを押してから部屋の明かりがつくまでに、一定の時間差がある場
合があります。しかし、何回もスイッチを操作したことのある自分の部屋
では、時間差はほとんど感じられなくなっています。この研究では、人間の
脳活動を高い時間分解能で調べる脳磁図と、高い空間分解能で調べる
機能的磁気共鳴画像法を用いて、この心理的な時間圧縮に対応する脳
活動の変化を調べました。その結果、運動の準備に関わる脳活動（運動
準備電位）のタイミングが遅れ、逆に、明かりの点灯によって誘発される
脳活動（視覚誘発電位）のタイミングは早くなることを発見しました。

私たちは、他人の顔を見ると「信頼で
きそう（できなさそう）」といった印象を
直感的に抱きます。このような第一印
象の影響は、実際に協力されたり裏切
られたりした後には消えるのでしょう
か？　お金を増やしてくれる「良い人」
と横領する「悪い人」の区別を覚えると
いう実験を、高齢者と若年者を対象に
行った結果、「信頼できそうな顔の人
＝良い人」と判断し続けやすい傾向が
高齢者だけで見られました。顔の印象
を無視することの難しさには、年齢に
よる違いがあるようです。
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盲点にも光を与えると？黒背景上に白い光刺激

暗く感じる！

時間

運動準備電位 視覚誘発電位

1 秒

脳
活

動

0.2 秒

悪い人だった
預けたお金を失った
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16 名の人物

　　　 ×4 回

お金を預けますか？

悪い人だった
預けたお金を失った

良い人？　悪い人？
知らない人？

何度も
だまされた
悪い人だ

信頼できる顔だ
し、 良い人だっ
たかな

何人くらい？
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